
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・来客数の増加とともに、大型商品の動きも良くなっ
ている。全体的ににぎわいが出てきており、景気は上
向きになってきている。

やや良く
なっている

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・前年比で客単価は100％と伸び悩んでいるが、買上
点数は107％、売上は104％、来客数が103％と改善し
ている。例年、８、９月と比べると売上が落ち込む時
期であるにもかかわらず、本年はだいぶ盛り返してい
る。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・ビジネス衣料は商品本位で購入する客層が主体であ
り安定していることに加え、カジュアル衣料について
も品ぞろえの豊富さが認知されるようになり、来客
数、買上客数などが増えている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・地上デジタル放送の試験放送が始まったこと、寒さ
が到来したことにより、映像関係、暖房関係の商品の
動きが良くなっている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車販売では東京モーターショーの効果がみら
れ、来場促進から販売につながるケースが出てきた。
整備関連も早めの降雪により需要が増えている。

その他専門店
［靴］（経営
者）

販売量の動き ・例年より早い積雪で、冬物の実用品がよく売れてい
る。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・観光シーズンと忘年会シーズンの端境期に当たる
が、本年はリニューアル効果もあって来客数は順調に
伸びている。ただし、１人当たりの消費単価は低く、
売上はそれほど伸びていない。なお、客層は建設関係
の団体が目に付く。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・長期管理客からの受注が始まっている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・10、11月と冬の訪れを感じる寒い日が多く、衣料品
を中心に冬物関連商品が好調で、１年１か月ぶりに売
上高が前年同月を上回った。しかしながら、景気が良
くなっているというレベルには達していない。

一般小売店［書
籍］（経営者）

単価の動き ・ドラマ化、映画化されたコミックや文庫などの低単
価商品の動きはまずまずであるが、専門書など学術的
な分野の苦戦が目立っている。

一般小売店［カ
メラ］（店長）

販売量の動き ・カメラの販売関係は新製品の発売もあり順調である
が、写真プリントは例年より受注が少なくなってお
り、トータルでは前年並みである。

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・秋物からコート、ブーツ、マフラーといった冬物に
移行する時期であるが、中旬までは暖かい日が多く動
きが鈍かった。降雪もあり、やや動きがみえたが、そ
れ以降はまた暖かくなり、売上はそれほど伸びていな
い。

百貨店（売場担
当）

単価の動き ・客は必要に迫られなければ買わないといった様子
で、例えば冬物商材（防寒アイテム）で言えば気温が
10度を下回ってからやっと購買意欲がわく、という具
合である。また、値段に対して非常にシビアであり、
どのブランドの店舗でも色々と比較し、悩み抜いてお
り、即決する客は少ない。

百貨店（経営
者）

お客様の様子 ・来客数の減少は無いが、まとめ買いは少なく、買い
控えをしている様子がみられる。ただし、気温の低
下、降雪により、冬物に動きが出てきており、総体的
に大きな変化はみられない。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・既存店の来客数は安定的に推移している。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・売上は前月比で116％となっているが、毎年恒例の
ボージョレーヌーボーの貢献が大きく、それを除けば
引き続き厳しい状況が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・客単価は２～３％の改善がみられるようになってい
るものの、来客数が依然として前年実績に満たない状
況が続いている。

家計
動向
関連



コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・例えば、ボージョレーヌーボーの売行きが前年を大
きく下回り、在庫が余っているなど、客は無駄なこと
に出費しないという傾向がみられる。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・近隣の競合店が完全閉店したことにより来客数が
10％程度伸びているものの、それ以外には何も改善し
ていない。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・新規客、固定客共に来客数は前年と比べ悪くない
が、来店してもお金を落としていく機会が少なく、売
れるのはサービス価格のタイヤ交換のみということが
多い。スタッドレスタイヤも今年は全く売れていな
い。

乗用車販売店
（従業員）

単価の動き ・ガソリンや灯油が高くなり、車に掛けるお金が少な
くなっている。

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・前年並みの荷動きで推移しているが、実際には活発
さが足りず、やや不満感が募っている状況である。

その他専門店
［酒］（営業担
当）

販売量の動き ・11月はもう少し飲食店の動向が盛り上がると予測し
ていたが稼働率が低く、当てが外れた。全体の景気は
変わらないが、天候不順の影響はあった。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊は単価アップを図るためネット価格を上げた影
響で稼働率は下がっているが、大型婚礼、一般宴会で
カバーしている。ビジネス客はネット価格に敏感に反
応する。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・当社は設備投資の効果で売上が順調に推移している
が、設備投資ができない競合他社は売上が減少してお
り、業界全体ではパイが伸びているわけではない。

タクシー運転手 来客数の動き ・相変わらず客が少なく、特に深夜０時を過ぎると客
足がぱったりと止まってしまう。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・何回も下見して値段を確認してからでないと購入し
ないなど衝動買いは全くみられず、前月あたりからの
傾向であるが、客の購買姿勢が非常に慎重になってい
る。一時期は弱まっていた価格に対する抵抗感が、数
年ぶりに強まってきた。

一般小売店［ス
ポーツ用品］
（経営者）

お客様の様子 ・店頭販売は前年を15％下回っているなど、とにかく
購買につながらない。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・繁華街であるにもかかわらず、深夜が非常に静かに
なっている。ほとんどの客は早い時間に帰り、深夜の
住人は店のオーナーか従業員だけで構成されているな
ど、非常に不思議な状況になっている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・ここ半年ほどは順調に推移してきたが、11月は前年
比で横ばいの水準に戻ってしまっている。この悪化の
度合いはかなり急激である。客は、より細かい単位で
の購入を希望しており、消費意欲はかなり落ち込んで
いる。

百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・ガソリン価格の上昇に伴い、マイカー客の減少がみ
られる。

百貨店（営業担
当）

競争相手の様子 ・ネガティブな要因が多いためか、売上、来客数共に
かなり厳しい。自店や競合他店の販促策をみても「割
引」や「特典」をうたったものが今まで以上に多くな
り、地域の商況はかなり厳しくなっている。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・郊外に大型商業施設が出店して１か月が経過したと
ころであり、その影響もあるが、食料品などの値上げ
が浸透してきており、12月には日販品の値上げも相次
ぐなどという情報もあって景況感を悪くさせている。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・競合他社もチラシ価格を強化し集客を図ろうとして
いるが、来客数の増加には至っていない。ガソリン、
灯油の値上げにより節約ムードが高まり、消費への影
響も出てきている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・新たな競合店の出店も無く、競争力が落ちているわ
けでもないのに、売上は前年比で６％ほど落ちてい
る。地域の消費力が落ちているとしか考えられない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・灯油、ガソリン代の値上げ、また一部食料品の値上
げに伴う客の買い控えがあり、買上点数が減少してい
ることから、徐々に売上にも影響している。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・新商品が次々に開発され、店頭に並んでいるもの
の、単価は伸びていない。



衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・気温が平年並みの寒さとなっても、コートなど防寒
衣料の動きが非常に悪い。客からはすでに「セールを
待っている」との声も聞かれる。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・コート需要の立ち上がり時期であるが、月の前半は
暖かい日が多かったこともあり出遅れた。また、月後
半はボーナス支給を控えた40代の客層を中心にスーツ
需要が高まる時期であるが、今年の場合はバーゲンを
待っているのか、客の動きが鈍い。

その他専門店
［化粧品］（経
営者）

来客数の動き ・11月としては数年ぶりの大雪で大変だったことか
ら、来客数に多少の影響が出ている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

単価の動き ・ガソリンなど石油製品は価格が高騰しており、客の
買い控えが相当みられる。販売数量はかなり落ち込ん
でおり、最悪の状況になっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・最近では、平日のディナータイムに１組の客も無い
日が見受けられるなど、景気は減速している。

その他飲食［弁
当］（スタッ
フ）

販売量の動き ・郊外型のショッピングセンターが新たにオープンし
た影響で、中心市街地への来客数が減少していること
が、売上が落ちている大きな要因となっている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・今年は紅葉期が長く11月前半までは平日でも満館の
日が多かったが、20日過ぎからは客足が急激に鈍っ
た。また、宴会を伴う団体予約は例年より減ってい
る。

都市型ホテル
（経営者）

単価の動き ・法人関係の利用単価は前年並みであるが、料飲施
設、和室、婚礼など個人を対象にした施設は客単価の
低下に歯止めが掛かっていないため、全体としてはや
や悪くなっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・忘年会、新年会の受注状況は、客から一層のディス
カウントを求められており、また、参加人数も前年よ
り少なくなっている。

通信会社（営業
担当）

単価の動き ・ガソリンの高騰に伴い、消費動向が低迷している様
子がうかがえる。客が声をそろえて「レジャーを控え
ている」と言っている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・携帯電話購入時に料金プランを選択する制度が新た
に導入されるなど複雑になり、11月中は買い控えがみ
られる。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・予約状況、フリー客の入込状況などすべてが悪く
なってきた。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・低単価の客層についての来客数減少は以前からあっ
たが、高価格帯も飲食、物販を含めて来客数が減少し
ている。

一般小売店［雑
貨］（企画担
当）

販売量の動き ・個人消費が冷え込んでいるばかりでなく、これまで
は好調だった建築業者などの購入も減少している。住
宅着工の減少が影響している。

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・このところ夕方以降の来客数減少が顕著である。ま
た、客単価も低下している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・明らかに客の財布のひもが固くなっている。また、
コモディティグッズ（日用品）については買い回り傾
向が更に強まっている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・以前より人の動きがますます悪くなっている。「ガ
ソリンなど石油製品があまりにも値上がりし過ぎてい
るため外出を控えている」と言う客もいる。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・冬物衣料に関しては例年同様の品ぞろえをしている
が、婦人コートなどが売れていない。前年と比べても
出足が悪く、不安を抱えている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・灯油やガソリンの高騰で、衣料品などへの出費を控
える傾向が見受けられる。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・11月19日から３日間の大雪もあり、客はタイヤ交換
に限られている。車両販売は厳しい時期になっている
ことを実感している。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・様々なイベントを企画しているが、客の懐は厳しい
ようで反応が今一つである。販売量も20％近く低下し
ている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・同じ日に予約が集中しそれ以外の日はさっぱり、と
いう状況が目立っている。



タクシー運転手 販売量の動き ・とにかく客は少ないが、その一方でタクシーの台数
は多く、駅などで客待ちをしているタクシーの状況を
見れば分かるが、大変な問題になっている。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・寒波が予想より早く到来したという天候要因を差し
引いても、イベントなどでの集客が低調である。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・美容室の数は増え、また24時間営業するなど、客の
数に反比例の動きとなっており、個人経営者には大き
な痛手となっている。

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

販売量の動き ・販売数の減少や、販売価格の低下が顕著である。ガ
ソリンなどの燃料費や、消耗品、食料品などの価格上
昇により、消費はかなり引き締められている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先には設備投資に前向きな反応がある。

変わらない 農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・秋口に出荷される中成種のりんごの販売価格は安
かったものの、周囲の農家も含め作付面積は５％未満
程度であり、今のところ影響は少ない。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・賞味期限や原料の偽装表示問題が相次ぐなど、食品
を扱う業者にはマイナス要因が多過ぎる。また、牛タ
ン原料の価格が高いままであり、客離れを招いてい
る。

輸送業（従業
員）

取引先の様子 ・毎年恒例のボージョレーヌーボーの輸入を取り扱っ
たが、例年に比べて数量が減少している。

コピーサービス
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量の減少に加え、販売価格も厳しい状況であ
る。現在は持ちこたえているのが精一杯である。

やや悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・燃料価格の高騰がコスト増加要因となり、結果とし
て事業所得が減っている。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は横ばいであるものの、原材料や包装資材の
値上げの影響が深刻である。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・為替相場の大幅な変動により輸出環境が急激に悪化
し、収益率が低下している。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・主力の半導体製品の価格がボーダーラインをついに
割り込んだ。高騰するガソリン価格も個人の立場を越
えて、エネルギー費用や通勤費（ガソリン代）補助な
ど企業の支出にも悪影響を与え始めている。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・大口工事の受注はほとんど無く、小口の工事ばかり
である。資材価格の値上がりも響き、客は生活に最小
限必要となる工事しかしない。

建設業（企画担
当）

競争相手の様子 ・競合先は、今までは多少無理をしていると思われる
入札もあったが、最近は利益が望める範囲でしか応札
しなくなってきた。

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・10、11月と連続している軽油の値上げが大きく影響
している。このコスト増加を運賃に転嫁することがで
きず、当社の負担が大きくなり収益を圧迫している。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・原油価格の高騰が各方面に響き始めている。

その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・建築基準法改正に伴い、取引先である住宅会社のほ
とんどが春先よりも売上を減少させている。

悪く
なっている

木材木製品製造
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・住宅部材の販売量が低迷し、加えて大幅な価格低下
により、業績が急激に悪化している。

広告業協会（役
員）

取引先の様子 ・マスコミ媒体各社は自動車メーカーや金融関係、食
品飲料などの広告出稿減少が地方にも及び、苦戦が続
いている。また、地方での広告出稿の引き合いがかな
り少なくなっており、地元の広告関係企業は悲鳴をあ
げている状況にある。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・常用の新規求人が、前年比での増加が続いている。

変わらない 職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で一進一退を繰り返しており、
景気の回復を感じられる状況にはない。一部の製造業
では業況が上向いているが、建設業は公共事業の削減
により落ち込んだままである。

企業
動向
関連

雇用
関連



やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・10月の後半から派遣依頼が少なくなっており、前年
比で15％以上悪くなっている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・派遣登録者数、及び企業からのオーダーの数が共に
減っている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・来年の秋口に開業予定の大型商業施設や外資系ホテ
ルなどの着工予定があるものの、地元には採用が回っ
ておらず、相変わらず悪い状態が続いている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・11月にはゴルフ場、住宅関連会社などの破産がある
など、広告主である地元資本企業の経営不振が目立っ
てきている。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・新規求職者数は３か月ぶりに増加に転じた。公共事
業の減少や建築基準法改正に伴う新設住宅着工件数の
減少などから、建設業や不動産業で企業整備（人員整
理）を実施、検討している事業所がみられる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、ここ数か月減少傾向にある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・事業主の新規求人への意欲が低下しており、前年同
月比で14.7％、数にして532人の減少となっている。
新規求人数の減少傾向はここ数か月続いており、今の
ところ好材料は見当たらない。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・求職者数、求人数及び求人倍率などの数字は横ばい
であるが、失業保険の受給資格決定件数が増加してい
る。企業からの大量離職の相談が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月比で10％程度減少しており、
前月と比較しても100人程度減少している。ほとんど
の業種で同じような傾向である。

悪く
なっている

○ ○ ○


